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 ＪＡバンク北海道が地域貢献活動の一環として積極的に取り組んでいる「北海道ＪＡバンク食農

応援事業」は、道内の子どもたちに対して農業や食の大切さをより深く知ってもらうための活動と

して展開しているものであり、今年で４年目となりました。 

 この取組みは、農業や食に関した教材本の贈呈を通じた学習をステップに、農業体験学習や農業

視察研修など実践型の教育活動を行っているもので、小学生を中心に食農・環境保全・金融経済に

かかる教育活動を道内各地区で実施しております。 

 農業や食に対する関心が高まっているなか、今後とも道内各地区で地域の皆様に対してより理解

が深まるよう活動していきますので、ご支援のほどよろしくお願いします。 

 

 

☆ 北海道教育委員会に対し事業への協力を依頼 

 事業の取組みにあたっては、以前から北海道教育委員会をはじめ各市町村教育委員会のご理解と

ご協力を頂いておりますが、平成２３年度においても、３月２３日にＪＡ北海道信連春日専務が北

海道教育委員会を訪れ、ＪＡバンク北海道が行う食農教育応援事業への協力依頼を行いました。 

 協力依頼に応え、北海道教育委員会側からは、「原子力発電所の事故などにより、食の重要性を

あらためて指導することになると思う。教材本について十分活用させてもらいたい。」と快諾をい

ただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  教材本を贈呈するＪＡ北海道信連春日専務○右と道教育庁・ 

  田端学校教育局次長（写真提供＝日本農業新聞） 

今年度贈呈した教材本 
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☆ 全道の小学校へ教材本を贈る 

 教材本の贈呈については、小学校の授業において補助教材として活用されるよう、北海道内約  

１,２００小学校の５年生、約４万６千人に対して、３月から最寄りのＪＡから、管内各小学校への

贈呈を行っています。 

教材本を受取った大空町立女満別小の児童たち 

（写真提供＝ＪＡめまんべつ） 

 贈呈した教材は、｢農業とわたしたち 

のくらし」であり、このほかに資料編と 

して農林水産省が編集した「こども農林 

水産白書」も併せて贈呈しています。 

 教材本を受け取った小学校側からは「 

とても活用しやすい教材であり、今後も 

続けてほしい。」、「農業体験と合わせ 

て学習をすすめており、食への関心も高 

くなる。」、「児童も楽しみながら学習 

が出来ており、身近な農業に関わる教材 

は大変嬉しい。」などの声が寄せられて 

います。 

 

 

☆ 各地での活動から･･･ 

 平成２２年度は、１００件を超える活動が各地区で行われました。活動内容は、田植えや野菜の

植付け、稲刈りや野菜の収穫体験、米・野菜などの地元食材の学校給食への提供などであり、その

なかの一部を紹介いたします。 

 
稲刈り体験ツアー～ＪＡそらち南青年部  

 ＪＡそらち南青年部は札幌市白石区と 

稲刈りをする子どもたち（９月１１日） 

（写真提供＝日本農業新聞） 

の交流事業として、５月に田植えツアー 

で植えた水田で稲刈り体験ツアーを行い 

、白石区民らを中心に約１００人が参加 

し農業に親しみました。 

 参加した親子は青年部員から稲刈りの 

方法を学び、かまを使って苦労しながら 

刈り取りをし、農作業に汗を流しました。 

 昼食にはＪＡ女性部らの協力で作った 

地元産の食材を使ったカレーライスを堪 

能。もちつきも行い、地域農業への関心 

と理解を深めました。 
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農業体験ツアー～ＪＡあさひかわ  

そば打ちをする親子（９月２５日） 

（写真提供＝日本農業新聞） 

 ＪＡあさひかわは、札幌市内の子ども 

２０人を含む４１人が参加し、５月に作 

物を植えた馬鈴薯畑や水田で農業体験ツ 

アー（収穫編）を行いました。 

 旭川市永山地区の農園では、農園主の 

指導でくわなどを使って馬鈴薯を収穫し 

ました。また、同地区の水田では５月に 

田植えをした稲の刈り取りをするととも 

に、収穫した米が白米になるまでの作業 

工程の説明を受けました。 

 お昼には、採れたての江丹別そばを自 

分たちで打ち、茹でたてを新米のおにぎ 

りと一緒に食べるという、食欲の秋には 

ピッタリのメニューでした。 

 

 

 
小学生との農業交流会～ＪＡ道央青年部  

 ＪＡ道央青年部恵庭ブロックは、恵庭 

馬鈴薯の収穫を行う小学生（９月９日） 

（写真提供＝ＪＡ道央） 

市内の小学生約１６０人を対象に、地元 

の農業に親しんでもらう農業交流会を開 

きました。 

 児童たちは青年部員の圃場で農業機械 

の説明を聞き、大根と馬鈴薯の収穫体験 

を行いました。馬鈴薯の収穫では、手袋 

を真っ黒にしながら土を掘り、次から次 

と土の中から顔を出す馬鈴薯に「スゴー 

イ」と驚きの声を上げ満面に笑みを浮か 

べていました。 

 児童たちからの「大根は何日で収穫で 

きますか」「北海道の馬鈴薯の種類は」 

などの質問に、青年部員は丁寧に答えて 

いました。 
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お 知 ら せ 

☆ ＪＡバンク北海道では、北海道内での放送で「食育」に関するテレビ番組を提供しています。 

 是非ご覧ください。 

 ○ＪＡグループ北海道が提供している番組 

  「森崎博之のあぐり王国北海道」 

   ＨＢＣテレビ毎週土曜日午後５時から好評放送中 

   詳しくは 

   ・ＪＡグループ北海道のホームページまたは 

     ・ＨＢＣ(北海道放送)の番組ホームページ(http://www.hbc.co.jp/tv/aguri/)を 

   ご覧ください。 

 

☆ テレビ番組のほか、ＪＡバンクが行う「食育」に関する情報を発信しています。詳しくはホー 

 ムページをご覧ください。アドレスは次の通りです。 

 ・ＪＡグループ北海道のホームページ 

   http://ja-dosanko.jp/ 

 ・ＪＡバンク北海道のホームページ 

   http://www.jabank-hokkaido.or.jp 

 ・ＪＡバンクアグリ・エコサポート基金のホームページアドレス 

   http://www.jabank-aes.or.jp 

                                  発行日：平成２３年８月５日 

                                  発行者：ＪＡ北海道信連 
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